
全国医療ソーシャルワーカー協会会長会 第 36回会議 議事録 
 

 

日 時：2026年 6月 12日（金）14:00～16:45 

形 式：対面、オンライン（Zoom）のハイブリッド 

会 場：盛岡地域交流センター マリオス５階第２会議室 

 

受 付 ：13時 30分 

会 議 ：14時 00分～16時 45分 

 

１．開会の挨拶： 坂詰代表 

 

２．議長の指名  

  事務局一任で参加者から承認された為、坂詰代表を議長に指名した。 

３．都道府県協会の新会長 自己紹介  

新潟県協会 押見会長に交代 

４．議題 ①会長会会則、名称変更について 

坂詰代表から変更の理由について説明された。 

神奈川協会佐野会長より日本協会と都道府県協会の立ち位置について確認の意見があった。 

採決の結果、反対なく承認された。 

 

②役員改選、代表の決定について 

各ブロックで役員候補を選出した為、互選を行い、以下の通り決定した。 

＜代 表＞ 

木川 幸一（北海道東北ブロック：北海道協会） 

＜副代表＞ 

熊田 貴史（北海道東北ブロック：福島協会） 

稲見 一美（関東ブロック：栃木協会） 

三嶋 一輝（北信越ブロック：福井協会） 

城戸 貴史（東海ブロック：静岡協会） 

安田 直喜（近畿ブロック：兵庫協会） 

岡本 健志（中国・四国ブロック：香川協会） 

北嶋 晴彦（九州ブロック：福岡協会） 

     ・新代表となった木川会長から一言ご挨拶を頂いた。 

≪ 休 憩 ≫  

５.日本協会からの情報共有・説明等 

③業務指針改正、業務基準改訂について 

④診療報酬改定のプロセス 

日本協会 早坂代表理事より説明された。 
⑤災害時における MSW協会相互協力協定について 

日本協会 今尾社会貢献事業部長より説明された。 

⑥2025年度会計報告、2026年度予算案について 

事務局：日本協会 廣野理事より説明された。 

滋賀協会 乾会長より今後の会運営費負担について会費制の継続とするか意見があった。 

採決の結果、反対なく承認された。 

     ⑦会長会への連絡体制について 

事務所 日本協会 西田組織運営部長より都道府県２アドレスの登録を７月初旬にお願い

する旨説明を行った。都道府県協会の研修担当、災害支援担当への連絡もこの２アドレス

を活用していく予定であることを説明した。 

     ⑧フレッシュＭＳＷ研修について 



事務局 日本協会 西田組織運営部長より説明された。 

2026 年度は、オンライン開催（9/6）と香川県の現地開催（11/8）とし、都道府県協会の

中堅が研修講師をするなど人材育成に活用するなど協力依頼された。 

６.各都道府県協会よりお知らせ 

     ⑨岩手大会会長会企画について 

      岩手県 小泉会長より大会参加申込 730 名、会長会企画について説明された。 

     ⑩各都道府県協会よりお知らせ、意見交換会 

      ・県協会の会長名をつかい、情報共有の円滑化を目的に LINE 登録をしてください、 

というメールが確認され滋賀県以外でも３協会でそのようなメールがあっため注意

喚起の情報提供があった。  

７.愛知大会について 

愛知県協会 水野会長から報告された。 

会期：2027/6/26（土曜）～6/27（日曜） 

会場：ウインクあいち 

８.閉会の挨拶 

      会長会新代表となった木川幸一代表より挨拶をいただいた。 
 

９.次回 第３７回 会長会 開催案内  

 

日程：2026年 10月頃  

形式：愛知県会場と Zoomのハイブリッド形式を予定 

 

 

会終了後に会場を移動し意見交換会を開催した。 

             

 【会長会事務局】（公社）日本医療ソーシャルワーカー協会  

組織運営部長 西田紀子 

組織運営部理事 廣野  

同上      坂詰 （文責） 


